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７号棟９階バルコニー「ビックリ展望台」

　――習志野第一病院７号館新設および８号館増設の経
緯について伺います。
　当院は年前に病床数床の三橋耳鼻科整形外科病院
として開院いたしました。主に急性期型の病院として地
域の広域救急医療に現在まで従事しています。当時の習
志野近辺には大きな病院がなく、開院当初から救急医療
には高い需要があり、こうしたニーズに応え続けるため
増改築を繰り返して対応してまいりました。本事業では、
７号棟の新築と８号棟の増築で、より安全で質の高い医
療の提供を目指しています。
　――施設の特徴は。
　最大の特徴は広い空間へと生まれ変わった待合室で
す。余裕があり患者さんの気持ちを和らげてゆったりと
した空間で快適にお待ちいただけます。施設については、
当院のメインである整形外科、外科を中心に診察室を大
幅に増設いたしました。これまでは医師の数に対して診
察室が不足していましたが、今回の増築により効率的な
診察を実現します。また院内に絵画や彫刻などを展示し
たほか、音楽も流れピアノを４台設置することで「楽し
く、明るく、美術館のような病院」を目指しました。
　――完成に寄せての期待感は。
　明るく開放感があり、患者様に快適にお過ごしいただ
ける病院となりました。今後も社会医療法人として公共
性の高い医療を提供するとともに、津田沼をはじめ千葉
県の救急医療を支える所存です。結びに設計・施工を担
当していただいた大成建設株式会社をはじめ全ての工事
関係者の皆さまに、心から厚くお礼申し上げます。
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８号棟（手前）

７号棟

８号棟エントランス

　年間地域に根差し医療を支え続けている習志野第一
病院様のローリングによる建替計画です。
　低層で敷地いっぱいに建っていた旧館に対し、７号棟
は機能を縦に積層させた伸びやかなボリュームとし８号
棟は円弧がずれながら積層する動きのある構成としまし
た。ルーバーと大きなガラス開口部により、真四角で無
機質な病院建築にはない喜びのあるデザインを目指しま
した。足元に生まれたオープンスペースには植栽や彫塑、
池が配置された歩行者の憩いの場をつくり、彩りと親し
みをもって街とつながることを大切に計画しています。
　インテリアはニュートラルな素材で統一し、病院様の
特色である絵画や彫塑といった空間を彩る要素の地とな
ることで既存病院の温かみのある雰囲気を継承していく
ことを意図しました。また災害対策として非常用発電機
の設置だけでなく、古井戸の復旧やサーバ室の上階移転、
複数の屋外デッキ空間の設置等、非常時も柔軟に対応可
能な計画としています。
　旧館の象徴であった女神像を計画の最後に外構へ移設
した際、既存病院の記憶と本計画が確かにつながった感
覚がありました。７号棟・８号棟が病院様の今後の年
に寄り添う建築となることを願っています。

◇工　事　名　称：社会医療法人社団菊田会習志野第一病院建替工事
◇工　事　場　所：千葉県習志野市津田沼５丁目５番号
◇建　　築　　主：社会医療法人社団菊田会　習志野第一病院
◇設　　　　　計：大成建設株式会社一級建築士事務所
◇工　事　監　理：大成建設株式会社工事監理一級建築士事務所
◇施　　　　　工：大成建設株式会社千葉支店
◇敷　地　面　積：，．㎡
◇建　築　面　積：，．㎡（８号棟：．㎡）
◇延　床　面　積：，．㎡（８号棟：，．㎡）
◇構　　　　　造：ＲＣ造
◇階　　　　　数：地上９階（８号棟増築部分地上４階）
◇工期（全　体）：年４月１日～年月日
◇工期（８号棟）：年６月日～年７月日

大成建設株式会社
一級建築士事務所

生出　健太郎


